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この「社協だより」は、赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

新
年
の
ご
挨
拶

“絆” でむすぶ一年

岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

会
長　

小
八
重　

勝
利

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
、
地
域
福
祉

の
推
進
と
社
協
事
業
に
多
大
な
る
ご

理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
も
、
岡
垣
町
民
で
つ
く
る
福

祉
の
ま
ち
を
め
ざ
し
、
将
来
を
見
越

し
た
事
業
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
所

存
で
す
。

　

住
民
の
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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岡垣町68名の民生委員・児童委員、新たな船出。

地域の“絆”

新
体
制
を
迎
え
て

見
守
り
活
動
の
現
状

―
現
在
の
心
境
は
い
か
が
で
す
か
。

―
昨
年
か
ら
自
治
区
長
会
と
連
携
し
た

見
守
り
体
制
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

民生委員児童委員協議会

会長 藤原 一子 さん
（南高陽区）

副会長 松田 文子 さん
（龍王団地区）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
そ
の
起
源
を
大
正
時
代
に
さ
か
の
ぼ
り
、
昭
和
23
年
に
は

　
民
生
委
員
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
12
月
１
日
に
は
全
国
一
斉
の
改
選
期
と
な
り
、

　
　
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
非
常
勤
公
務
員
と
し
て
、
今
後
３
年
を
任
期
と
し
て

　
　
　

活
動
さ
れ
ま
す
。
岡
垣
町
で
は
、社
会
福
祉
協
議
会
が
事
務
局
を
務
め
て
お
り
、今
回
は
、

　
　
　
　
民
児
協
の
新
役
員
に
今
後
の
社
協
事
業
等
に
関
し
て
尋
ね
ま
し
た
。

Ｑ１

Ｑ２

藤
原
　
再
び
会
長
の
重
責
を
担
う
こ
と

と
な
り
、身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
一
緒
に
役
員
を
務

め
て
き
た
松
田
さ
ん
や
、
民
生
委
員
と

し
て
二
期
目
で
新
し
く
役
員
と
な
っ
た

平
竹
さ
ん
、
御
領
園
さ
ん
の
存
在
を
大

変
心
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

松
田
　
私
は
昨
年
ま
で
の
会
計
か
ら
、

今
回
副
会
長
と
な
り
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
、民
児
協
と
し
て
自
治
区
や
行
政
、

社
協
等
と
連
携
を
強
め
る
こ
と
の
重
要

性
を
認
識
し
て
い
ま
す
。

藤
原
　
民
児
協
で
は
、
平
成
19
年
か
ら

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
と
し
て
、
緊

急
時
連
絡
票
等
を
整
備
し
、
見
守
り
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
民

生
委
員
の
力
だ
け
で
は
限
界
も
あ
り
ま

全国一斉、23万人の民生委員・児童委員が改選。

　私たち民生委員・
児童委員は、その信
条に基づき、隣人愛
をもって社会福祉の
増進に努めます。
　特に、あらゆる生
活上の相談に応じ、
自立の援助に努める
ことが大切です。ま
た、地域社会の実情
を把握することは
日々の活動の上に築
かれるものと考えま
す。
　私たちを支援して
くださる岡垣町や岡
垣町社協と連携し、
自治区など関係機関
との風通しの良い関
係を構築していきた
いと思います。
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地
域
の
相
談
役
と
し
て

―
「
総
合
福
祉
相
談
窓
口
の
て
び
き
」

は
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

副会長 平竹 裕司 さん
（南山田区）

Ｑ３
御
領
園
　
地
域
の
方
か
ら
相
談
を
受
け

た
際
に
、
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
い
い
の

か
困
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
時

こ
の
て
び
き
は
有
効
で
す
し
、
社
協
の

総
合
福
祉
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
こ
と
の

出
来
る
安
心
感
も
あ
り
ま
す
ね
。

藤
原
　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
の
相
談
に

す
。
自
治
区
長
を
は
じ
め
と
す
る
区
の

役
員
の
皆
さ
ん
と
“
孤
独
死
・
孤
立
死

を
出
さ
な
い
”
と
い
う
同
じ
目
的
を
持
っ

て
活
動
で
き
る
こ
と
が
心
強
い
で
す
。

平
竹
　
民
生
委
員
と
し
て
の
活
動
は
も

ち
ろ
ん
、
日
頃
か
ら
挨
拶
や
声
か
け
が

出
来
る
関
係
を
築
く
こ
と
が
大
切
だ
と

思
い
ま
す
。
昨
年
行
わ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
配
布
さ
れ
た
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
を
活
用

し
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
認
識

を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

会計 御領園 久美子 さん
（上高倉区）

は
、
岡
垣
町
・
岡
垣
町
社
協
が
作
成
し

た
総
合
福
祉
相
談
窓
口
の
て
び
き
が
あ

り
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相
談
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
て
び
き
に
は
、国・県・

岡
垣
町
、
民
間
の
相
談
窓
口
が
１
０
０
ヶ

所
以
上
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

これまでの
民児協の経過（概要）
平成10年（定数48名）改選

平成13年（定数49名）改選
　…　小地域福祉ネットワーク活動
　　　への協力開始

平成16年（定数59名）改選

平成19年（定数66名）改選
　…　民児協だよりの発行
　…　65 歳以上の一人暮らしの緊急
　　　時連絡票及び福祉マップ整備
　…　社協主催による第１回福祉関
　　　係者懇談会開催
　　　（区長会・町老連・民児協）

平成20年（定数66名）
　…　民児協だより、各個配布開始

平成22年（定数73名）改選

平成24年（定数73名）
　…　自治区長会との連携で、孤独
　　　死・孤立死を出さない見守り
　　　体制に向けた取り組みを開始
　…　災害時支援のため、町へ 65 歳
　　　以上の一人暮らしの情報提供

平成25年（定数74名）改選
　…　全国民児連から、「優良単位
　　　民児協」として表彰
　…　12 月から 68 名で新たな船出。

４・５面で、全ての
民生委員・児童委員を

紹介します
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岡垣町 民児協だより
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発行者 : 岡垣町民生委員児童委員協議会
責任者 : 岡垣町民生委員児童委員協議会
　 　 　 会長　藤原　一子

内浦校区

石田　　親
（湯川・波津区）

内浦校区

松本　英敏
（原区）

内浦校区

園田　　徹
（内浦区）

内浦校区

川原　紘子
（新松原区）

海老津校区

有持惠美子
（茅原区）

海老津校区

清水　美惠
（旭中区）

海老津校区

田中　京子
（南山田区）

海老津校区

島田　秀夫
（旭西区）

海老津校区

平竹　裕司
（南山田区）

海老津校区

藤岡　麗子
（高尾区）

海老津校区

木原　　覺
（東海老津区）

海老津校区

久野　建明
（旭東区）

海老津校区

占部　順子
（新海老津区）

海老津校区

荒井　博子
（野間一区）

海老津校区

小蓑加代子
（新海老津区）

海老津校区

桒野　富生
（野間二区）

海老津校区

淺田　峰子
（海老津区）

海老津校区

松下　惠一
（野間三区）

海老津校区

岩本佐代子
（海老津区）

海老津校区

山城　和弘
（野間三区）

海老津校区

松本　弘江
（海老津区）

海老津校区

髙野　宏一
（野間四区）

海老津校区

小西　和美
（上畑区）

吉木校区

岡田　敏則
（三吉区）

吉木校区

高濱　恭子
（塚原区）

吉木校区

門司　憲一
（吉木区）

吉木校区

成松　絹子
（高塚区）

吉木校区

守田　和子
（吉木区）

吉木校区

倉田　隆重
（高倉区）

吉木校区

和田　敏子
（吉木区）

吉木校区

御領園久美子
（上高倉区）

吉木校区

川﨑　勝子
（吉木区）

吉木校区

福本　千代
（西黒山区）

吉木校区

榎園　英生
（吉木区）

吉木校区

中山　浅美
（公園通り西区）
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海老津校区

橋内　政則
（野間四区）

主任児童委員

鷲尾　操子
（公園通り西区）

主任児童委員

山根百々子
（東高陽区）

戸切校区

石田　　始
（戸切区）

戸切校区

小田　明廣
（戸切百合野区）

戸切校区

宮本　千夏
（戸切白谷区）

戸切校区

小早川壽子
（戸切白谷区）

戸切校区

山口　勝美
（上海老津区）

戸切校区

松田　文子
（龍王団地区）

民生委員・児童委員の
マーク

山田校区

石田千恵美
（東黒山区）

山田校区

岩崎喜久子
（東松原区）

山田校区

石松　和子
（糠塚区）

山田校区

貝島　　稔
（東松原区）

山田校区

岩田　政司
（山田区）

山田校区

湊　　妙子
（高陽区）

山田校区

力武　憲人
（山田峠区）

山田校区

中葉　允雄
（高陽区）

山田校区

稙田　　登
（西山田区）

山田校区

渡辺　　正
（百合ヶ丘区）

山田校区

山内　静子
（東山田区）

山田校区

木村　睦子
（百合ヶ丘区）

山田校区

杉村　繁夫
（緑ヶ丘区）

山田校区

馬込智栄子
（鍋田区）

山田校区

西竹紀代子
（東高陽区）

山田校区

末松　啓子
（緑ヶ丘区）

山田校区

吉井　一男
（鍋田区）

山田校区

國濵　繁子
（東高陽区）

山田校区

太田喜久子
（旭南区）

山田校区

岩崎　洋子
（西高陽区）

山田校区

藤原　一子
（南高陽区）

山田校区

田中登志子
（松ヶ台西区）

山田校区

倉成　佳子
（西高陽区）

山田校区

辛川　敏彦
（南高陽区）

■ 岡垣町役場福祉課
　 　☎093－282－1211（代表）
■ 岡垣町社会福祉協議会
　 　☎093－283－2940

問い合わせ

地域の “絆” を、これからも。
民生委員・児童委員 68 名（定数 74 名）が
力をあわせて活動していきます。

皆様のご支援ご協力を
心からお願い申し上げます。
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相
　
　
談

◆
法
律
相
談
◆

と　

き　

２
月
14
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　

28
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～

　
　
　
　

午
後
４
時
30
分

　
　
　
　
（
１
人
30
分
・
１
日
６
組
ま
で
）

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※�

予
約
制
。
相
談
月
の
前
月
か
ら
受
け

付
け
し
ま
す
。
お
早
め
に
社
会
福
祉

協
議
会
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
心
配
ご
と
相
談
◆

と　

き　

２
月
21
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　

東
部
公
民
館

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

◆
総
合
福
祉
相
談
窓
口
◆

と　

き　

２
月
18
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　

25
日
（
火
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里

対
象
者　

町
内
在
住
の
方

※
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

社
協
囲
碁
・
将
棋
大
会

　

ふ
れ
あ
い
交
流
を
目
的
と
し
て
、
開

催
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
16
日
（
日
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～

　
　
　
　

受
付
８
時
30
分

と
こ
ろ　

い
こ
い
の
里
団
体
研
修
室

対
象
者　

�

町
内
在
住
の
小
・
中
学
生
、

高
校
生
、
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
満
60
歳
以
上
の
方
（
平

成
26
年
３
月
31
日
現
在
）、

障
が
い
者

申
込
み　

２
月
７
日
（
金
）
ま
で

香
典
返
し
寄
附

　

次
の
皆
様
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
ご

寄
附
が
あ
り
ま
し
た
。
厚
く
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
故
人
の
ご
冥

福
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

�

（
11
月
12
月
受
付
分
ま
で
）

社
会
福
祉
協
議
会
へ

○
早
川　

耕
一　

様
（
旭
東
）　

　

故　

早
川
ミ
ヨ
コ　

様　

88
歳

○
古
本
キ
ヨ
子　

様
（
緑
ヶ
丘
）

　

故　

古
本　

信
義　

様　

88
歳

○
谷
川
裕
見
子　

様
（
高
倉
）

　

故　

谷
川
ツ
ユ
子　

様　

89
歳

○
濵　
　

孝
一　

様
（
山
田
峠
）

　

故　

濵　
　

玉
榮　

様　

72
歳

○
吉
田　

峯
子　

様
（
野
間
二
）

　

故　

吉
田　

展
子　

様　

48
歳

○
阿
比
留
タ
マ
子　

様
（
西
高
陽
）

　

故　

阿
比
留　

侃　

様　

85
歳

○
横
川　

和
子　

様
（
三
吉
）

　

故　

横
川　

和
弘　

様　

72
歳

○
安
東
ホ
ズ
ミ　

様
（
南
山
田
）

　

故　

安
東　

義
人　

様　

81
歳

○
樋
口　

節
子　

様
（
水
巻
町
）

　

故　

伊
藤
ア
サ
子　

様　

97
歳

○
見
村　

斌
彦　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

見
村　

政
行　

様　

102
歳

○
川
𠩤
田
政
子　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

川
𠩤
田
義
則　

様　

64
歳

○
古
川　

常
義　

様
（
百
合
ヶ
丘
）　

　

故　

古
川　

美
子　

様　

80
歳

○
麻
生　

知
子　

様
（
東
海
老
津
）

　

故　

麻
生　
　

薰　

様　

75
歳

○
花
田　

晴
代　

様
（
野
間
四
）

　

故　

森　

美
津
子　

様　

89
歳

○
近
藤
ミ
ト
子　

様
（
鍋
田
）

　

故　

近
藤　
　

曻　

様　

86
歳

○
佐
藤
健
太
郎　

様
（
戸
切
）

　

故　

佐
藤　

昭
子　

様　

83
歳

○
上
平　
　

清　

様
（
吉
木
）

　

故　

上
平　

信
子　

様　

80
歳

○
占
部　

信
幸　

様
（
公
園
通
り
東
）

　

故　

占
部　

文
子　

様　

77
歳

○
二
村
嘉
奈
枝　

様
（
糠
塚
）

　

故　

二
村　
　

馨　

様　

84
歳

○
小
野　

幸
代　

様
（
吉
木
）

　

故　

小
野　
　

覺　

様　

66
歳

○
入
江
ミ
チ
子　

様
（
糠
塚
）

　

故　

入
江　

文
俊　

様　

88
歳

○
河
原　

裕
美　

様
（
鍋
田
）

　

故　

大
久
保
康
子　

様　

64
歳

○
安
心
院
輝
子　

様
（
旭
東
）

　

故　

安
心
院　

悟　

様　

74
歳

○
平
嶋　

信
子　

様
（
東
高
陽
）

　

故　

平
嶋　

信
義　

様　

85
歳

老
人
ク
ラ
ブ
へ

○
佐
藤
健
太
郎　

様

一
般
寄
附

○
九
北
陶
芸
協
会　

様

○
遠
賀
・
中
間
地
区
農
業
祭
実
行
委
員
会 　

様 

在
宅
介
護
者
の
つ
ど
い

　

11
月
９
日
、
い
こ
い
の
里
入

浴
施
設
で
在
宅
介
護
者
の
つ
ど

い
を
催
し
ま
し
た
。
日
本
赤
十

字
社
の
講
師
か
ら
介
護
者
の
身

体
を
労
わ
る
た
め
の
情
報
や
簡

単
な
体
操
を
沢
山
伝
授
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
介
護
の
悩
み
を

話
し
た
り
、
カ
ラ
オ
ケ
や
入
浴

を
楽
し
ん
だ
り
と
、
介
護
者
の

交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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問い合わせ
社会福祉協議会
☎283-2940



地域は今
！！

　

昨
年
の
夏
は
異
常
な
猛
暑
が
続
き
、

熱
中
症
に
か
か
ら
れ
た
方
が
全
国
で
約

６
万
人
に
上
り
ま
し
た
。
健
康
で
あ
る

こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
た
夏
と
な
り
ま

し
た
。

　

昨
年
４
月
に
は
、岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
、
私
達
も

大
い
に
活
用
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
よ
り
身
近
な
も

の
に
な
れ
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
役
員
を
歴
任
さ
れ
ま

し
た
名
島
國
夫
氏
が
厚
生
労
働
大
臣
よ

り
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
表

彰
は
、
20
年
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
続
け
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
で
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
方
を
厚
生
労
働
大
臣

岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
　
会
長
　
松
尾
マ
サ
ヨ

新
年
の
ご
挨
拶

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。
日
頃
よ
り
私
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
８
団
体
３
２
２
人
に
対

し
、温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

戸
切
小
学
校
の
４
年
生
を
対
象
と

し
て
、11
月
12
日
に
、「
点
字
の
学
習
」

と
ア
イ
マ
ス
ク
を
活
用
し
て
の
「
視

覚
障
害
者
の
疑
似
体
験
講
座
」、
15

日
に
は
車
い
す
を
活
用
し
て
の
「
福

祉
体
験
講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

児
童
か
ら
は
、「
優
し
く
声
を
か
け
た

い
」「
出
来
る
こ
と
は
手
伝
っ
て
あ
げ

た
い
」
と
こ
れ
か
ら
の
岡
垣
町
を
担

う
頼
も
し
い
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

点字で、自分の名前を打ってみる体験
厚生労働大臣表彰を受賞された名島 國夫 氏

が
表
彰
す
る
も
の
で
す
。
名
島
氏
は
平

成
２
年
７
月
よ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
や
ま
び
こ
の
会
」
に
入
会
さ
れ
、
現

在
23
年
６
ヶ
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
従
事
さ
れ
て
い
ま

す
。
平
成
11
年
か
ら
平

成
20
年
ま
で
は
、
会
長

と
し
て
責
務
を
全
う
さ

れ
、
後
進
の
育
成
に
も

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
11
年
か
ら
12

年
間
、
岡
垣
町
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

役
員
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
、
ま
さ
に
岡
垣
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
礎
を
築
か
れ
ま
し

た
。
名
誉
あ
る
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
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岡垣
※
ボ
ラ
協
＝
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
」
の
略
称

第124号



編
集
後
記

　
新
年
初
め
の
今
号
は
、
民
生
委
員

の
皆
さ
ん
を
特
集
し
ま
し
た
。
新
た

に
、
68
名
が
地
域
の
“
絆
”
づ
く
り
に

取
り
組
ま
れ
ま
す
。

　
昨
年
は
、
民
児
協
と
名
島
國
夫
さ

ん（
東
松
原
区
）
が
、
全
国
規
模
の
表

彰
を
受
賞
さ
れ
、今
年
の
新
し
い
船
出

に
ふ
さ
わ
し
い
情
報
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
皆
様
に
と
っ
て
“
ウ
マ

味
”
の
あ
る
紙
面
を
目
指
し
て
地
域

を
走
り
ま
す
！�

（
田
之
上
）

※�

今
号
は
、「
い
こ
い
の
里
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
の
記
事
を
お
休
み

し
ま
し
た
。

障がい者クリスマス交流会
新しい年へ、つながる“絆”

平成 25年 12月 8日：すぱーく岡垣

町内３つの幼稚園も協力

　障がい者や家族、ボランティア団体等、
総勢182名が集いました。
　第１部はもちつきを、第２部は歌あり
ダンスありの交流会を行い、寒さも忘れ
るくらいにぎやかな熱気に包まれました。

◀ 岡垣第一
 　　　幼稚園

えびつ
　幼稚園 ▶

◀ 岡垣中央
 　　　幼稚園

この事業は、共同募金
配分金を活用しています。

歳末たすけあい運動
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発
行
者
／
岡
垣
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎　
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１


